
学術論文誌（Journal 
Paper）に修士論文の研
究が掲載されるまで

一つの例です。
思い出深いので載せます。

自称「逆ブラック研究室」の一端のご紹介



とある学生の訪問（B4の11月）
• 学生：先生、今の卒論の内容で論文を投稿した
いんです。

• 私：おー。いいんじゃない。そうだねー。
Nuclear Engineering and Design (NED)という雑誌
がテーマ的には合っていると思うけど。

• 学生：はい。じゃ、書いてみます！



第1稿（B4の12月9日）
• 序論（第1章）の案作成（和文）

• まずは論文の題目を考えなくちゃ。
• 何が大事なのか？一緒に考えましょう。



第2稿（B4の12月13日）
• 題目（和文）は決まった。
• 過去に似たような研究をやった人達とこの研究
は何が違うのか？先行研究をしっかりリサーチ
してまとめる！



第3稿（B4の12月30日）（注）
• 初めての英語。大丈夫。中身さえちゃんとしていれば、
英語はどうにでもなります（なんとかします）。

• 出来上がりはネイティブレベルの品質を保証します。

（注）年末です。でも、ブラック
研究室じゃないですよ。自称
【逆】ブラック研究室です。
Journal paperに投稿期限はありま
せん。別に焦って出さなくても良
いのに。。。このケースは学生の
意気込みにつられて私も年越しで
付き合ってしまいました。

紅白はちゃんと観られたし、良い
年末年始でしたよ！（最後にはこ
の論文は絶対に掲載されるって確
信がありましたしね）



第4稿（B4の1月13日）
• 図表には「著作権」があります。当たり前のことだけど、いざ自分が論
文を書こうと思うとなかなかそこまでは気が回らないですよね。大丈夫。
そこは私が見過ごしませんから。



一休み

卒論発表、卒業旅行、春休み・・・充電は大事。



第5稿（B4の3月22日）
• 気力も十分。議論も白熱。当初は私の一方的なコメントが目立ちました
が、この頃になると私と学生のキャッチボールも本物の研究者同士のよ
うになってきます。これなら大丈夫！



第6稿（M1の4月15日）
• さすがにB4の間には完成しませんでしたが、
そろそろゴールは近い。グラフの描き方もしっ
かりチェックして、ぬかりはありません。



第7稿（M1の4月22日）
• 論文完成っ！
• 満を持して投稿します！！！



Reviewerの査読結果（M1の7月5日）
• ここからはプロの研究者（Reviewer）とのやり取り
です。相手はこちらが学生（しかもまだM1）だなん
て知りません。プロの研究者からぶつけられた質問
に応える。大丈夫。私も全力で考えます。



第8稿（M1の7月13日）

やり取りはメールが
多いです。プロの
Reviewerが相手なので
こちらも全力投球。



第9稿（M1の7月28日）
• これは「回答書」の一部です。Reviewerが指摘した一つずつのコ
メントに対してどのように原稿を修正したのかを明示します。英
語だとちょっと大変。大丈夫。内容さえあれば（日本語でも）出
来上がりの英語は品質保証。



第10稿（M1の8月〇〇日）
• 回答書もこれでバッチリです。ちなみに、私の
誕生日（非公開）でした。誕生日はゆっくりし
たいなーと思いつつ、誕生日プレゼントに完璧
な回答書をありがとう。これで提出OKです！



論文掲載決定（M1の8月23日）
• おめでとうっ！！！



あとがき
• とても思い出深い論文だったので載せました。M1の夏にJournal paperが掲
載されるのは稀です。そもそも、ついこの前まで学部生だった学生に「書
け」と言われたって書けるわけがありません。プロの研究所の研究者です
ら1年に1報を出せれば優秀ですから。しかし、研究室のテーマ設定は、挑
戦してみたいという学生には論文掲載の可能性が開けるように考えてあり
ます。ここまで読んだ方は、「これ先生が書いた方が早くない？」と思い
ませんか？そう。私が書いた方が圧倒的に早いです。しかし、それでは学
生が筆頭著者になれないし、この学生は自分で書くことを強く希望してい
ました（私としてはありがたいけど、大変。）。就活のESにも書けるしね、
なんて打算で考えていたかどうかは分かりませんが、結果的に学生自身の
実力になりました。

• この学生はその後、海外インターンシップ、海外の国際会議での発表等、
濃密な修士課程を経てエネルギー業界に巣立っていきました。今でも時々、
研究室BBQに来てくれます。

• ちなみに、修士課程の日本人の学生が卒業までに学術論文誌に論文が掲載
されるケースは毎年1件程度です（論文掲載リストのJournal 参照）。その
他、ほぼ全員が1回は国際会議で論文発表していますが、単なる口頭発表や
ポスター発表ではなく、査読付Proceedingsとして出版される国際会議で発
表しています。1人当たりに私が割く労力は平等を心がけていますので私の
労力は×人数分です（Proceedings paperの方がJournal paperより少しは楽で
すが）。冒頭に自称「逆ブラック研究室」と書いたのはそういう理由です。
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